定例記者会見発言録

日　　時：令和８年８月27日（木）14時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、市民生活部長、
健康福祉部長、産業部長、教育部長、こども部長
報道機関：読売新聞社、福島民報社、福島民友新聞社、福島テレビ、ＮＨＫ福島放送局
発表項目：市長から下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　令和８年伊達市議会定例会第５回定例会議（９月定例会議）提出議案の概要
資料２　イオンモール伊達内アンテナショップの愛称が決定しました
資料３　「MSCCラリー in 福島伊達2026(全日本ラリー選手権 第７戦)」の開催に
ついて
資料４　「第42回霊山太鼓まつり」の開催について
資料５　「令和８年度伊達市オレンジフェスタ」の開催について
資料６　「まるっと！霊山2026」の開催について


《質疑応答》----------------------------------------------------------------

令和８年伊達市議会定例会第５回定例会議（９月定例会議）提出議案の概要
　　　記　者　令和７年度の財政調整基金の残高について、先ほどの市長の説明の中で、物価高騰による経費の増加などによって、その前年度の同時期よりも約４億円減少したとありましたが、具体的にどのような経費に充てられたか伺います。
財務部長　財政調整基金については、人件費の増加分であったり、物価高騰に係る庁舎や公共施設の維持管理などに活用しました。
　　　記　者　施設の維持管理とありましたが、施設の新設ではなく、既存施設の修繕にかかる費用という認識でよろしいか。
財務部長　施設の修繕費も含まれますし、さらにはランニングコストの電気料といった光熱水費が物価高騰による影響を受けておりますので、そちらの方に充てたところであります。

イオンモール伊達内アンテナショップの愛称が決定しました
　　　記　者　アンテナショップで特産品の販売やワークショップの宣伝などを行うと以前の発表でもあったと思いますが、新たなものは何かありますか。
産業部長　以前からお話していますとおり、特産品の販売であったり、ふるさと納税自動販売機を活用しまして、ワークショップの返礼品などを準備しております。

「MSCC ラリーin 福島伊達2026(全日本ラリー選手権 第７戦)」の開催について
　　　記　者　全日本ラリー選手権が伊達市で開催されることになった経緯について伺います。
市　長　伊達市霊山町ご出身で、ラリー選手権に出場していた方がおり、合併20周年を記念して開催してはどうかとお話をいただき、開催することとなった次第です。


記者会見以外の質問　　
イオンモール伊達の開業日とアンテナショップへの期待について
記　者　イオンモール伊達の開業日について、すでにいろんな報道が出されていまして、今後発表もあるかと思いますが、改めて市長の方から開業日についての意見をいただきたいと思います。
市　長　開業日については、イオンモールの方でも発表されていないと思います。正式な発表がイオンモールから近くになれば発表されるのかなと思っています。
記　者　まだ確定はしていないと思いますが、11月27日開業ということで調整を進めているというのは間違いないのでしょうか。
市　長　イオンモールから発表されておりませんので、私の方からは控えさせていただきます。発表を待って、そのあとにお話させていただきたいと思います。
記　者　イオンモールとこの新しいアンテナショップについて、改めて期待していることを伺います。
市　長　イオンモールに県内外から多く方々に訪れていただきたい。そして地域を知っていただく大きなきっかけになると思っています。そうしたときに、伊達市の魅力、伊達市の良さをこのアンテナショップから発信をして、多くの皆さんにイオンモールだけではなく、伊達市内を、または近隣の市町を周遊してもらいたいと大きな期待をしています。
1

